
★夏季休業中にトラブルに巻き込まれたら，必ず学校に連絡すること。

２学年通信

Breakthrough
平成29年７月 日

No.５

成績はすぐには伸びない
６月22日に３年生を対象に「進学講演会」が実施されました。講師は，河合塾水戸校校舎長

の鶴田昌也先生でした。講話の中でのポイントを載せておきます。

・マークミスは必ずある。提出物を出さないような生徒は，マークミスを必ずする。模擬試験

から自己採点を正確にできるようにしておく必要がある。

・センター試験は高１・高２の内容から６～７割出題される。センター試験は，難問・奇問は

なく基礎的な問題なので，しっかりした基礎固めが必要。そのためには，易しい問題を正確

に解く。

・国家資格の公認心理師設置に対して，心理系の学部学科が新設される大学がある。臨床心理

士は民間資格。

・夏休みの過ごし方では，規則正しい生活をすることが絶対条件。夏休みの目標は，①不得意

分野の克服。②学習時間をコンスタントに作る。③無理のない，実践できる計画をつくる。

きっちり作る必要はない，何を，いつまでに，どれほどかが網羅されていれば良い。

・成績はすぐ伸びない。停滞時期があって少し伸びる。また，停滞し伸びる。早めにスタート

を切れば，頂点に達することが出来る。

などの話がありました。不得意分野を３年まで持ち越さないように，今年度の夏休み中に克

服したいものです。有意義な夏休みにしましょう。

夏休みを無駄にするな
今年度も夏休みに全員参加の課外が実施されます。課外の次には，河合塾の模擬試験があ

ります。休みだからと言って油断せず，学習の習慣を維持し続けてください。夏休みはまと

まって時間がとれるので自分なり

の課題を設定し，それをこなすよ

うにしましょう。

下に３年生向けの進学講演会の

内容を記しました。不得意科目の

克服は，入学時から言われている

ことです。３年生になってあわて

ないように２年生の夏休みを有効

に使いましょう。

休み明けには，課題考査があります。充実した夏休みになることを期待しています。

今後の主な行事
７月24日 月 SS課題研究発表会(理数科)

７月24～28日 月～金 課外 70分×３コマ

７月29日 土 河合記述模試

８月30日 水 集会(放送)

８月30日31日 水・木 課題考査

９月12日 火 クラスマッチ

★暑い中での頑張りが，秋の実りになる。

規範意識をもて
皆さんは，社会のルールをしっかり守っていますか。４月の集会で，「なかだるむな」と言

いましたが，それは学習面だけで無く，生活面に対しても言えることです。２年生になって，

学校生活の慣れが，生活の弛みになっていませんか。

先日，水戸交通タクシーの敷地を通って指導された人がいます。何度もタクシー会社から危

険なので指導するようにと学校に苦情が入っていた所です。タクシー会社の敷地を通り抜ける

ことが良いか悪いかわかるはずです。

自転車の交通ルールについても再三注意が有りました。自転車で一時停止の交差点を通行す

る場合は，カーブミラーで確認しただけでなく，必ず車輪を止めて左右を確認しなければなり

ません。カーブミラーの中で遠くに見えた車が，皆さんの考える以上のスピードで近づいてく

ることもあります。

女子のスカート丈や化粧，男子のツーブロック，ズボンの裾上げなどについても，弛んでの

行為だと思います。服装の乱れは，心の乱れですよ。

マリアナ諸島と広島⑤
■昨年のオバマ前アメリカ大統領が広島を訪れた際,自ら折った折り鶴を持参したことが,報道

されました。折り鶴は祈りと平和の象徴です。

右の写真は「原爆の子の像」といいます。12歳でなくなった佐

々木禎子の霊を慰めようと同級生らによる募金運動で作られた像

です。禎子さんは，２歳のときに被爆しましたが外傷もなく，そ

の後元気に成長しました。10年後の小学校６年生の時に突然白血

病と診断され，８か月間の闘病生活の後，1955年10月25日に短い

生涯を終えました。

禎子さんは「鶴を千羽折ると病気が治る」と信じ，薬の包み紙

や包装紙などで1,300羽以上の鶴を折り続けました。禎子さんの

死に衝撃を受けた同級生たちは，「原爆で亡くなったすべての子

どもたちのために慰霊碑をつくろう」と全国へ呼びかけました。

子どもたちによる募金活動が始まり，全国3,100校余りの生徒と，

イギリスなどの国外からの支援により像が完成しました。

病気を乗りこえ，懸命に生きようとした「サダコ」の物語は，ヒロシマの悲劇の象徴として，

日本だけでなく海外でも広く語り継がれています。

碑文には，

「これはぼくらの叫びです これは私たちの祈りです 世界に平和をきずくための」

と刻まれています。

沖縄戦，広島・長崎への原爆投下，敗戦から72年目の夏がきます。歴史を学ぶことは，未来

を考えることです。日本と中国，朝鮮そしてアメリカと何があったのかを知ることが，未来を

築くためには必要です。「ヒロシマ」に修学旅行に行く人も，アメリカの西太平洋の軍事拠点

であったグアム島に行く人もぜひ「あの戦争」を知ってください。


